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当報告書に関するお問合わせ先： 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社 

お問合わせ窓口 

電話番号：03-5219-5947 

 

〒100－6536 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク

傘下の資産運用会社です。 

 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｆｒａｎｋｌｉｎｔｅｍｐｌｅｔｏｎ.ｃｏ.ｊｐ 
 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

主として豪ドル建の公社債に投資を行い、信

託財産の成長と毎月の安定した分配を目指

します。 

主要運用対象 

当ファンド 

｢フランクリン・テンプルト

ン・豪ドル債券マザーファン

ド」の受益証券を主要投資対

象とします。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

豪 ド ル 債 券 

マザーファンド 

主として豪ドル建の国債、州

政府債、国際機関債、社債、

モーゲージ証券及び資産担

保証券等を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設

けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎月10日。休業日の場合

は翌営業日）に、収益分配方針に基づいて分

配を行います。 

 
 

  
旧名称：ＬＭ・オーストラリア毎月分配型ファンド 

 

運用報告書（全体版) 
 

第228期 決算日 2022年７月11日 

第229期 決算日 2022年８月10日 

第230期 決算日 2022年９月12日 

第231期 決算日 2022年10月11日 

第232期 決算日 2022年11月10日 

第233期 決算日 2022年12月12日 
 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア
毎月分配型ファンド｣は、2022年12月12日に第233期の
決算を行いましたので、第228期、第229期、第230期、
第231期、第232期、第233期の運用状況と収益分配金を
ご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ
ます。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

204期(2020年７月10日) 4,952 15 0.3 97.4 2.0 60,672 

205期(2020年８月11日) 5,053 15 2.3 97.5 1.5 61,030 

206期(2020年９月10日) 5,121 15 1.6 97.6 1.8 60,254 

207期(2020年10月12日) 5,075 15 △0.6 98.3 0.8 58,804 

208期(2020年11月10日) 5,099 15 0.8 98.5 1.0 58,413 

209期(2020年12月10日) 5,125 15 0.8 98.3 0.4 57,315 

210期(2021年１月12日) 5,268 15 3.1 98.4 0.2 57,939 

211期(2021年２月10日) 5,275 15 0.4 98.4 0.1 56,754 

212期(2021年３月10日) 5,286 15 0.5 98.2 0.5 56,127 

213期(2021年４月12日) 5,293 15 0.4 98.0 0.6 55,032 

214期(2021年５月10日) 5,416 15 2.6 98.0 1.5 55,405 

215期(2021年６月10日) 5,395 15 △0.1 98.4 △0.6 54,026 

216期(2021年７月12日) 5,256 15 △2.3 98.4 △0.3 51,947 

217期(2021年８月10日) 5,186 15 △1.0 98.4 △1.9 50,614 

218期(2021年９月10日) 5,159 15 △0.2 98.4 △1.1 49,601 

219期(2021年10月11日) 5,125 15 △0.4 98.4 △1.0 48,700 

220期(2021年11月10日) 5,115 15 0.1 98.5 2.0 47,280 

221期(2021年12月10日) 4,975 15 △2.4 98.0 0.4 45,315 

222期(2022年１月11日) 5,027 15 1.3 97.8 △0.6 45,232 

223期(2022年２月10日) 4,944 15 △1.4 98.0 △0.1 43,998 

224期(2022年３月10日) 4,967 15 0.8 98.3 0.1 43,770 

225期(2022年４月11日) 5,228 15 5.6 97.5 1.1 45,532 

226期(2022年５月10日) 4,912 15 △5.8 98.5 0.3 42,121 

227期(2022年６月10日) 5,140 15 4.9 97.8 0.4 43,557 

228期(2022年７月11日) 5,045 15 △1.6 98.0 2.6 42,128 

229期(2022年８月10日) 5,167 15 2.7 97.6 1.6 42,774 

230期(2022年９月12日) 5,286 15 2.6 97.8 0.7 43,437 

231期(2022年10月11日) 4,853 15 △7.9 98.2 0.2 39,496 

232期(2022年11月10日) 4,964 15 2.6 97.8 0.8 40,063 

233期(2022年12月12日) 5,010 15 1.2 98.2 0.5 40,093 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。   
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

第228期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年６月10日 5,140 － 97.8 0.4 

６月末 5,049 △1.8 98.2 0.4 

(期  末)     

2022年７月11日 5,060 △1.6 98.0 2.6 

第229期 

(期  首)     

2022年７月11日 5,045 － 98.0 2.6 

７月末 5,230 3.7 98.2 2.0 

(期  末)     

2022年８月10日 5,182 2.7 97.6 1.6 

第230期 

(期  首)     

2022年８月10日 5,167 － 97.6 1.6 

８月末 5,124 △0.8 98.4 1.3 

(期  末)     

2022年９月12日 5,301 2.6 97.8 0.7 

第231期 

(期  首)     

2022年９月12日 5,286 － 97.8 0.7 

９月末 4,978 △5.8 98.0 0.5 

(期  末)     

2022年10月11日 4,868 △7.9 98.2 0.2 

第232期 

(期  首)     

2022年10月11日 4,853 － 98.2 0.2 

10月末 5,043 3.9 96.9 0.9 

(期  末)     

2022年11月10日 4,979 2.6 97.8 0.8 

第233期 

(期  首)     

2022年11月10日 4,964 － 97.8 0.8 

11月末 4,967 0.1 98.2 0.4 

(期  末)     

2022年12月12日 5,025 1.2 98.2 0.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2022年６月11日～2022年12月12日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年６月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）は、マイナス（分配金再投資ベース）となり

ました。 

公社債利金を手堅く確保し、公社債損益もプラスとなりましたが、豪ドル・円相場が豪ドル安・

円高となったことから、為替損益がマイナスとなりました。 
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 投資環境 (2022年６月11日～2022年12月12日)
 
当作成期のオーストラリア債券市場は、短

期債利回りが上昇（価格は下落）する一方、中

長期債利回りは低下（価格は上昇）しました。 

期の前半は、オーストラリア準備銀行

（RBA）が積極的な利上げ姿勢を示す中、利回

りは大きく上昇して始まりました。しかしそ

の後は、積極的な金融引き締めによる世界景

気への影響が懸念され、欧米の債券利回りが

低下する中、オーストラリアの債券利回りも

低下しました。 

期の半ばは、RBAが政策金利の引き上げを

継続する中、利回りは上昇しました。金利先

高観が根強い中、欧米諸国の債券利回りが上

昇基調で推移したことも、オーストラリア債券利回りの上昇要因となりました。 

期の後半に入ってからも、利回りは概ね高水準で推移しましたが、その後は米連邦準備制度理事

会（FRB）が利上げペースを減速させるとの見方が浮上し、米国国債利回りが低下した影響から、

オーストラリアの債券利回りも低下しました。さらに、RBAが2022年11月の理事会で利上げを決定

したものの、利上げ幅が一部の市場予想を下回ったことなどから、利回りの低下が進みました。 

社債セクターについては、利回りは上昇しました。社債スプレッド（国債に対する上乗せ利回り）

については、拡大しました。 

 

当作成期の豪ドル・円相場は、豪ドル安・円

高となりました。 

期の前半は、RBAの積極的な金融引き締め姿

勢が豪ドルを下支えしましたが、世界的な景気

後退が懸念される中、豪ドルは対米ドルで下落

しました。一方、米ドル・円が円安基調で推移

したため、豪ドルは対円では一進一退の動きと

なりました。 

期の半ばは、相対的に堅調なオーストラリア

の経済指標やRBAによる利上げの継続などを背

景に、豪ドルは下支えされました。日米の金融

政策の違いにより、米ドル高・円安が進んだこ

とも、豪ドル高・円安につながりました。しか

し、RBAによる利上げが継続する一方、FRBのより積極的な金融引き締め姿勢や英国の財政政策に対

する懸念などから米ドルが選好されると、豪ドルは対米ドルで下落し、円に対しても軟調となりま

した。 

期の後半は、FRBが利上げペースを減速させるとの見方が浮上し、豪ドルは反発に転じました。

しかし、米ドル・円で円高が急速に進んだため、豪ドル・円は上値の重い展開となりました。 
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 当ファンドのポートフォリオ (2022年６月11日～2022年12月12日)
 

当ファンドは豪ドル建ての国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券および資産担保

証券等を主要投資対象とする「フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド」受益証

券に投資を行い、長期的に安定した利金（インカム）収入が期待できるポートフォリオの運用を行

いました。当ファンドは原則としてA-/A3格以上の格付けの公社債へ投資し、信用リスクの抑制を

図る等、安定的な運用を目指しております。当作成期においては、金融債、リート・セクター等を

中心とした社債を引き続き厚めとしました。金融債の組み入れにおいては、大手金融機関が発行す

る流動性・信用力が相対的に高い債券が組み入れの中心となっています。また、ポートフォリオ全

体の平均格付けは引き続き高位に保ちました。 

 

 分配金 (2022年６月11日～2022年12月12日)
 

分配金につきましては、以下の通りとさせていただきました。なお、収益分配に充当しなかった

利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第228期 第229期 第230期 第231期 第232期 第233期 

2022年６月11日～ 
2022年７月11日 

2022年７月12日～ 
2022年８月10日 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

当期分配金 15  15  15  15  15  15  

(対基準価額比率) 0.296％ 0.289％ 0.283％ 0.308％ 0.301％ 0.299％ 

 当期の収益 8  13  14  7  12  12  

 当期の収益以外 6  1  0  7  2  2  

翌期繰越分配対象額 285  284  283  275  273  271  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、豪ドル建の国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券および資産担保

証券等を主要投資対象とするファンドです。引き続き、市場環境に注視しながら、組入債券の信用

リスク、金利リスク等に配慮しつつ銘柄を厳選し、運用に注力していく所存です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

項 目 
第228期～第233期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 35  0.697  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.335)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.340)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.010   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 0)  (0.003)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 合 計 35   0.708    

作成期間の平均基準価額は、5,065円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当

たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

銘 柄 
第228期～第233期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 146,108 404,373 1,381,457 3,831,038 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年12月12日現在) 

 

銘 柄 
第227期末 第233期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 15,701,982 14,466,634 40,262,089 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年12月12日現在) 

項 目 
第233期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 40,262,089 99.8 

コール・ローン等、その他 70,589 0.2 

投資信託財産総額 40,332,678 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（46,520,067千円）の投資信託

財産総額（47,135,263千円）に対する比率は98.7％です。 

（注）外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、12月12日における邦貨換

算レートは1オーストラリアドル=92.38円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第228期末 第229期末 第230期末 第231期末 第232期末 第233期末 

2022年７月11日現在 2022年８月10日現在 2022年９月12日現在 2022年10月11日現在 2022年11月10日現在 2022年12月12日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 42,351,104,618   42,964,593,974   43,666,055,669   39,699,157,212   40,260,606,426   40,332,678,748   

 フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド(評価額) 42,303,990,563   42,947,615,013   43,613,451,658   39,664,344,435   40,230,643,020   40,262,089,806   

 未収入金 47,114,055   16,978,961   52,604,011   34,812,777   29,963,406   70,588,942   

(B) 負債 222,147,286   189,801,171   229,000,298   202,360,984   196,692,869   239,541,188   

 未払収益分配金 125,264,385   124,182,972   123,259,432   122,071,354   121,060,646   120,041,467   

 未払解約金 47,114,055   16,978,961   52,604,011   34,812,777   29,963,406   70,588,942   

 未払信託報酬 49,401,076   48,292,187   52,775,755   45,168,718   45,292,507   48,505,447   

 その他未払費用 367,770   347,051   361,100   308,135   376,310   405,332   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 42,128,957,332   42,774,792,803   43,437,055,371   39,496,796,228   40,063,913,557   40,093,137,560   

 元本 83,509,590,453   82,788,648,618   82,172,955,316   81,380,902,845   80,707,097,458   80,027,645,186   

 次期繰越損益金 △41,380,633,121   △40,013,855,815   △38,735,899,945   △41,884,106,617   △40,643,183,901   △39,934,507,626   

(D) 受益権総口数 83,509,590,453口 82,788,648,618口 82,172,955,316口 81,380,902,845口 80,707,097,458口 80,027,645,186口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,045円 5,167円 5,286円 4,853円 4,964円 5,010円 
 
＜注記事項＞ 

（注）元本の状況 

当作成期首元本額 84,746,446,884円 

当作成期中追加設定元本額 801,721,715円 

当作成期中一部解約元本額 5,520,523,413円 

（注）元本の欠損 

純資産総額が元本額を下回っており、その差額は39,934,507,626円であります。 
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○損益の状況 

項 目 
第228期 第229期 第230期 第231期 第232期 第233期 

2022年６月11日～ 
2022年７月11日 

2022年７月12日～ 
2022年８月10日 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 △   617,101,006   1,181,622,024   1,156,692,027   △ 3,352,730,490   1,059,826,194   535,084,076   

 売買益 14,413,397   1,196,408,093   1,188,184,150   14,025,925   1,072,579,473   539,821,595   

 売買損 △   631,514,403   △    14,786,069   △    31,492,123   △ 3,366,756,415   △    12,753,279   △     4,737,519   

(B) 信託報酬等 △    49,768,846   △    48,639,238   △    53,136,855   △    45,476,853   △    45,668,817   △    48,910,779   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   666,869,852   1,132,982,786   1,103,555,172   △ 3,398,207,343   1,014,157,377   486,173,297   

(D) 前期繰越損益金 △ 8,530,344,660   △ 9,168,087,816   △ 8,072,945,525   △ 7,011,652,620   △10,360,493,977   △ 9,343,284,818   

(E) 追加信託差損益金 △32,058,154,224   △31,854,567,813   △31,643,250,160   △31,352,175,300   △31,175,786,655   △30,957,354,638   

 (配当等相当額) (   2,445,725,574)  (   2,367,459,666)  (   2,334,937,740)  (   2,308,223,118)  (   2,226,693,798)  (   2,187,381,442)  

 (売買損益相当額) (△34,503,879,798)  (△34,222,027,479)  (△33,978,187,900)  (△33,660,398,418)  (△33,402,480,453)  (△33,144,736,080)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △41,255,368,736   △39,889,672,843   △38,612,640,513   △41,762,035,263   △40,522,123,255   △39,814,466,159   

(G) 収益分配金 △   125,264,385   △   124,182,972   △   123,259,432   △   122,071,354   △   121,060,646   △   120,041,467   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △41,380,633,121   △40,013,855,815   △38,735,899,945   △41,884,106,617   △40,643,183,901   △39,934,507,626   

 追加信託差損益金 △32,115,865,212   △31,869,699,102   △31,647,563,011   △31,415,191,339   △31,196,665,706   △30,975,456,137   

 (配当等相当額) (   2,388,075,811)  (   2,352,432,982)  (   2,330,687,621)  (   2,245,284,045)  (   2,205,952,722)  (   2,169,402,431)  

 (売買損益相当額) (△34,503,941,023)  (△34,222,132,084)  (△33,978,250,632)  (△33,660,475,384)  (△33,402,618,428)  (△33,144,858,568)  

 繰越損益金 △ 9,264,767,909   △ 8,144,156,713   △ 7,088,336,934   △10,468,915,278   △ 9,446,518,195   △ 8,959,051,489   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。  

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用として、委託者報酬のうち販売会社へ支払う手数料を除

いた額の100分の96相当額を支払っております。 

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第228期 第229期 第230期 第231期 第232期 第233期 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 67,553,397 109,051,683 118,946,581 59,055,315 100,181,595 101,939,968 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

0 0 0 0 0 0 

(C) 収 益 調 整 金 2,445,786,799 2,367,564,271 2,335,000,472 2,308,300,084 2,226,831,773 2,187,503,930 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 0 0 0 0 0 0 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 2,513,340,196 2,476,615,954 2,453,947,053 2,367,355,399 2,327,013,368 2,289,443,898 

(１万口当たり収益分配対象額) (          300) (          299) (          298) (          290) (          288) (          286) 

収 益 分 配 金 125,264,385 124,182,972 123,259,432 122,071,354 121,060,646 120,041,467 

(１万口当たり収益分配金) (           15) (           15) (           15) (           15) (           15) (           15) 
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○分配金のお知らせ  

 第228期 第229期 第230期 第231期 第232期 第233期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
◇分配金をお支払いする場合 

分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配

金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残

りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＜お知らせ＞ 

 

＜主な約款変更に関するお知らせ＞ 

 

当ファンドならびにマザーファンドのファンド名称変更に伴う所要の約款変更を行いました。 

（変更日：2022年９月９日） 
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